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ABSTRACT

Recently,the 40MeV proton lin a c  has supplied  the H— beam of 8 - 9 mA( beam width 

of 15 - 25 дsec) to the booster synchrotron. Two tanks are excited with the rf-power 

o f about 1〜 1.2 MW -The present status of the rf-systems and charac te ris tics  o f beam 

are given*

4 0 M e V 陽 子 リ ニ ア ッ ク の 現 状

P S — 陽子リニアックは， 1 9 8 5 年夏のシャットダウン中に出力エネルギーを4 O M e V に 
上げるために、 アルバレ型タンクが増設された。 1 1 月 1 日から、定常運転が行われた。その際、 
以前報告したように、R F 系 は 変 更 さ れ た （文 献 一 1 ) 。ここではその後ニ年間のリニアック  
の 運 転 状 況 並 び に ビ ー ム の 特 性 に つ い て 報 告 す る 。

I ] R F 系の現状
1 9 8 0 年 か ら 1 9 8 8 年 ま で の リ ニ ア ッ ク の 故 障 回 数 及 び 故 障 時 間 の 変 遷 を 図 1 に示す。 

これは、加速器運転中の故障である。 1 9  8 5 年からT H  5 1 6 の出力パワーが倍になったが、
図 1 に見られるように、 1 9 8 7 年 に は 故 障 回 数 は 半 減 し た （1 9 8 8 年 度 1 3 回/ 3 ヶ月）が 

時間の方は減っていない。 これは、パ ワ ー 増 に よ り 今 ま で と 違 っ た 部 品 (高圧トランス )が  
壌れたことを意味しているо 

I -1)中電力R F 源 
卜1 ) 7 6 5  1増幅器

1 9 8 8 年 1月 R C A 7 6 5 1ニ 段 増 幅 器 （П号機）を全固体化増幅器に置き換えた。
(文献一2 ) この増幅器は、入 力 1 O m W で 出 力 1 О кW を出すことができる。そのため、図 
2 に示されるように、R F 系は、一 月 か ら 変 更 さ れ た 。 ビーム□一ドイングによるR F パワ 
一の補償は、固体化増幅器でパルス変調することにより、行われている。 一 方 I号機は、 
R C A 7 6 5 1増幅器が使用されている。
7 6 5 1 関係のシャットダウンは、 7 6 5 1 の寿命、Ерメ ー タの故障（4 6 1 6 放電後よく 

壌れる）、風童スイッチの誤動作（1 9 8 6 年改善）等もあるが、多くは、Ер電源の回路部品 
の 寿 命 （半田付け劣化、ブロア故障、真空管寿命） と単純な使用部品のミスによるものである。 
近 い 将 来 I号機のR C A 7 6 5 1増幅器も全固体化増幅器に置き換える予定である。
1-2)4 6 1 6 増幅器
4 0Ме V に延長されて以来、4 6 1 6 の出力は、以前に比べ倍になった。そのため、アノー 

ドの冷却水を、増 や し た （1 8 饮/ m i nか ら 2 5?Й/тіпへ) 。Ер電 源 及 び 制 御 回 路 は 、 
毎 年 清 掃 、 目視点検、 リレー交換、 ネジ等のゆるみ点検、真空管交換を行っている。 しかし 
パワー増により各部品の寿命が目だつように思える。例 え ば 高 圧 ト ラ ン ス の 破 壊 、高圧ケー 
ブルの放電、放電スイッチの破壌等である。 これらの故障は、二次災害を引き起こす。 インタロ 
ックの破壊、 メータリレー、メータの破壌、及 び 制 御 関係のリレー等である。

今 後 1 0 年間運転することを考えると、このЕр電源をいかに維持するか、ま た は 2 0 0  

кW の全固体化増幅器を開発するかが問題となる。現 在 思 案 中 で あ る 。



I -2)大 電 力 増 幅 器（T H  5 1 6)

リニアックの延長後、当 然 ТН51 6 の出力も、 2 倍となった。 1 9 8 5 年 末 サ イ ラ ト ロ  
ン I ТТ12  5 7 が、外乱によりカットオフにならず、連続放電を起こした。 こ れ は 平 均 ア  
ノード電流が最大定格に近づいた事により外乱に弱くなったためであると我々は判断した。1 
9 8 6 年夏に、サ イ ラ ト ロ ン を K U 2 7 5  ( 現 在 F — 1 7 5 ) に交換した。出力パワー増の 
ためか、球 ТН51 6 の汚れも多くなり、一月に一回ぐらい球を清掃しなければならない。

今までのТН51 6 の球の交換状況を調べた結果、力ソード部の破壊が多く、コ ン タ ク タ （力 
ソ ー ド 及 び グ リ ッ ド ）は 年 二 回 定 期 的 に 交 換 し て い る 。

2. 5 M W サ ー キ ュ ー レ 一 夕 及 び 模 擬 負 荷 は 放 電 に よ り 年 に 一 回 程 破 壊 さ れ て い る が 、 
模擬負荷の冷却水経路の変更並びにサ一キューレ一夕絶縁油の点検を行い、サーキュレ一夕 
の部品管理と組立に注意している。今まで使用していたフェライトが製造中止となった為、フェ 
ライトを新しく選び、サーキュレ一夕を試作中である。

通 常 大 電 力 電 源 は 、夏の停止期間に、清掃、電磁接触器ポイント交換、 ネジ等のゆるみ点検、 
デキュイング抵抗の点検を行っている。 タンク高周波窓は、定 期 的 に 年 一 回 交 換 し て い る 。

П]リニアックのビーム特性
通 常 ビ ー ム 強 度 8 —  9 m A  (ビ ー ム 幅 1 5 - 2  5 д s ) のビームを、ブースタ加速器へ 

供給している。 2 O M e V タンクのビーム捕獲効率は、ほほ6 0 % であり、 40М е Ѵタンクの 
ビーム透過率は、 9 8 % 以上である。運 動 量 の 広 が り は 0. 8 %  (アナライザーによる） ぐら 
いである。規格化エミツタンスは、 s ^  3 丌酬♦ mrad e v ̂  3 〜4 nmm ♦ m r a dであるо 

П-l)横方向について
2 0 M e V タンクのアクセプタンスは、L E B T の電磁石励磁電流を変え色々な入射条件で  

20М е Ѵビームのエミッタンスを測定し、求められた。規格化アクセプタンスは、約 7я_ ， 
mradであるоし か し КЕ Кで開発された負水素イオン源（2 5 m m A ) が、 2яішпігасІ (9 

5 % ) 以下のビームを供給することができる為、こ の ア ク セ プ タ ン ス で も そ れ ほ ど ビ ー ム の  
調整に難しさを感じさせないоこ の ア ク セ プ タ ン ス が 設 計 値 （~ 1 Оя關 irad) より小さい 
理由は、はっきりわからないが、D /Т のバラツキが考えられる。1 9 8 2 年 最 初 の 8 ヶのD /  

T を交換したように、将 来 D /Т の交換時据え付け等を検査し改善する必要がある。
И-2)縦方向について
2 0 M e V タンクのfield分 布 と P A R M  I R A の計算結果から、 タンクを約1 M W で励振 

すれば、 2 O M e V タンクの出口でのビームエネルギーは、2 0. 6МеV であることが求めら 
れた。この値は、4 ОМе Ѵ タンクの入射エネルギーの設計値である。半年間、両 タ ン ク を 約  
1 M W で励振し、ブースダ入射効率、加速効率の変化を調べたが、全く問題を生じなかった。こ 
の時リニアックの加速エネルギーは、 4 0 。 5МеѴ付近であった。現 在 タ ン ク は 約 1 M W  

で励振され、 ビーム補償が行われている。
タンク励振R F とビームとの位相関係を、バンチモニターを使い、予備実験として測定した。 

その結果を図3 に示す。これは粒子の速度を意味している。現 在 non-destructiveバンチモニ 
ターとビーム幅内の位置モニターを試作中である。
П-3)その他
4 0 M e  V タングのD /Т は、永久磁石で作られているため、放射線の影響が心配である。そ 

の た め 40М е Ѵタンクでのビームロスをモニタすべく、 タンクの回りにロスモニターを配置 
した。図4 に ビ ー ム ロ ス の 現 状 を 示 す。これを見ながら運転するよう心がけている。
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図 3 R F とビームの位相関係
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